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1. はじめにはじめにはじめにはじめに
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1.1 水道事業の経営
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� 水道事業経営は、「独立採算制」で運営されています。

� 独立採算制とは、市民税などの税金ではなく、使用水量に応じて支払って

いただいく水道料金収入で、水道事業の通常業務にかかわる費用（人件

費、物品など）や施設更新費用（管路・施設の更新など）等の全ての経費を

まかなっています。

� 収入の約９割が水道料金です。

水道料金

92%

その他（加入金・

受託工事収益）

8%



1.2 門真市水道事業概要図
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2. 門真市水道事業ビジョン門真市水道事業ビジョン門真市水道事業ビジョン門真市水道事業ビジョン

策定の背景策定の背景策定の背景策定の背景
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2.1門真市水道事業ビジョン策定の経緯

厚生労働省；水道ビジョン（平成厚生労働省；水道ビジョン（平成厚生労働省；水道ビジョン（平成厚生労働省；水道ビジョン（平成16年年年年6月策定・平成月策定・平成月策定・平成月策定・平成20年改定）年改定）年改定）年改定）

安心安心安心安心 ・・・・ 安定安定安定安定 ・・・・ 持続持続持続持続 ・・・・ 環境環境環境環境 ・・・・ 国際国際国際国際

門真市水道ビジョンの策定（H20～H30）

厚生労働省：新水道ビジョン（平成25年3月策定）

持続 ・ 安全 ・ 強靭

水道事業環境の変化水道事業環境の変化水道事業環境の変化水道事業環境の変化

給水人口・給水量・料金収入の減少

水道施設の更新需要の拡大

水道水源の水質リスクの拡大

職員数の減少によるサービスレベルの影響

東日本大震災を踏まえた危機管理対策
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門真市水道事業ビジョンの策定（H29～H38）



2.2 門真市水道事業ビジョンの位置づけ

門真市水道ビジョン

（H20～H30）

安心・安定・持続・環境・国際

門真市水道事業ビジョン門真市水道事業ビジョン門真市水道事業ビジョン門真市水道事業ビジョン

（（（（H29～～～～H38））））

持続・安全・強靭持続・安全・強靭持続・安全・強靭持続・安全・強靭

水道ビジョン

（H16.6公表（H20.7改定））

安心・安定・持続・環境・国際

新 水道ビジョン

（H25.3公表）

持続・安全・強靭

門真市第5次総合計画

（H22～H31）

門真市第5次総合計画
（改訂版）

（H27～H31)

改

定

世界のトップランナーとして

チャレンジし続ける水道

地域とともに、信頼を

未来につなぐ日本の水道

快適な水をどこまでも、

満足される水を市民のもとへ
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国

人・まち “元気”体感都市 門真

基本目標３ 安全・安心で快適に暮らせる明るいまち



3.アセットマネジメント・アセットマネジメント・アセットマネジメント・アセットマネジメント・

水安全計画・耐震化計画水安全計画・耐震化計画水安全計画・耐震化計画水安全計画・耐震化計画
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門真市水道事業ビジョン

水安全計画

水源から蛇口までの

水質を守ります。

耐震化計画

地震等の災害に強い

水道を作ります。

アセットマネジメント

健全で安定した

経営を続けます。
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持続

強靭安全



4. 門真市水道事業ビジョンの構成門真市水道事業ビジョンの構成門真市水道事業ビジョンの構成門真市水道事業ビジョンの構成
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•水道事業の現状を評価し、取り組むべき課題を明らかにします。

① 現状評価・課題

•水道事業における将来の水需要、施設規模、財政見通し等の状況を整

理します。

② 将来の事業環境

• 「持続」「安全」「強靭」という観点に留意しつつ、本市水道事業の理想像

を設定し、その達成のための目標を設定します。

③ 水道の理想像と目標設定

•理想像や目標を達成するための具体的な方法を決定します。

④ 推進する実現方策の決定

•水道ビジョンの推進を徹底させるための方法を検討します。

⑤ フォローアップ方策の検討


